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ソフトウェア開発技術

ソフトウェアテスト支援の重要性

ソフトウェア開発は図１のような工

程に分かれています．この中で，テス

ト工程は全体のコストのうち50％を占

めるともいわれていますが，その多く

が人手で行われており，コスト削減の

余地があるといえます．また，テスト

工程で摘出できなかった不具合はその

ままリリースされてしまうため，品質

確保における最後の砦といえますが，

手動で行うと漏れやミスが出る可能性

があり，品質が確保できなくなるとい

う問題があります．

これらの解決策としては，テストを

行う担当者のスキルを上げる，人を増

やす，納期を延ばし余裕をもたせる，

といった方法もありますが，人手で

行っている以上，漏れやミスは防げま

せんし，またコストも増えてしまいま

す．このような背景から，NTTソフト

ウェアイノベーションセンタでは，これ

まで手動で行っていた作業を機械で

置き換える「テスト自動化」というア

プローチでテスト支援に取り組んでい

ます．

ソフトウェアテスト支援の現状

ソフトウェアテストは，仕様や設計

どおりにソフトウェアが実装されている

かを検証し，ソフトウェアの不具合数

を減らすことが目的です．テスト工程

は図２に示すように，大まかにテスト

計画，テスト設計，テスト実施，テス

ト報告，テスト管理という５つのタス

クで構成されています．テスト計画で

は開発全体の計画に基づき，テストを

行う期間やリソース配分の策定を行い

ます．テスト設計では，行うべきテス

トのバリエーションの洗い出しを行い，

テスト項目を網羅的に設計します．そ

してテスト実施では，設計したテスト

項目ごとに，入力データを与え，ソフ

トウェアを動作させ，それぞれのテス

ト項目でソフトウェアが期待どおりの

振る舞いをするか確認します．テスト

管理では，テストの実施状況等の管

理を随時行い，必要であれば計画の見

直しなどを行います．すべてのテスト

の実施が完了すると，その結果をまと

め，テスト報告を行い，完了となり

ソフトウェアの品質確保と開発コスト削減を
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ます．

私たちはこの中で，テスト工程にお

ける主要なタスクであり，特に品質確

保，コスト削減において自動化の効果

が大きい「テスト設計」「テスト実施」

のテスト支援に取り組んでいます．

現状，ソースコードに対するテス

トである単体テストにおいては，

Parasoft  J test＊１，JUnit＊２などに

よってテスト設計，テスト実施の自動

化がある程度進んでいます．しかしな

がら，複数のモジュールを組み合わせ

てソフトウェアの動作を確認する結合

テストや，システム全体の動作を確認

する総合テストに関してはまだ自動化

は十分ではないというのが現状です．

テスト設計に関しては，例えばAll -

P a i r法という組み合わせ技法に基

づき入力値の組み合わせを生成する

PictMaster（Microsoft）や，UML

と呼ばれる仕様記述言語で記述さ

れたモデルからテスト項目を生成す

る Enterprise Architect（ Sparx

Systems）など，一部の機能性テス

トに関するテスト設計を支援するツー

ルはありますが，使用するには特別な

知識が必要であったり，馴染みのない

記法で記述する必要があったりと，開

発現場への導入障壁が高いという問題

があります．テスト実施のツールとし

ては，例えば，用意したテストスクリ

プトに基づきWebアプリケーションの

テストを自動で実施するOpen2Test

などのツールがあります．しかし，こ

れらのツールを使う場合でもテストス

クリプトや，テスト用データは人手で

用意する必要があるため，自動化の余

地はまだまだ大きいといえます．

本研究の目指す世界

私たちは，テスト工程におけるコス

ト削減とソフトウェアの品質確保を目

的とし，図３に示すようなテスト設計，

テスト実施が自動化された世界を目指

しています．私たちのアプローチの特

徴は，テスト工程の前工程の成果物で

あるソフトウェア設計書のみを入力と

し，ほかの入力を新たに作成する必要

がない点です．ソフトウェア設計書を

入力とし，網羅的なテスト項目を抽出

して，テスト手順，テスト用データ，

テストスクリプト等を自動で生成しま

す．これにより，テスト担当者は特別

＊1 Parasoft Jtest：テクマトリックス株式会社
による自動テストツール．

＊2 JUnit：単体テストの自動化を行うためのフ
レームワーク．

図３　本研究の目指す世界 
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な知識がなくても，新たに特殊な記法

を覚える必要がないため，開発現場へ

のスムーズな導入が期待できます．ま

た，テスト設計において生成したテス

ト用データ，テストスクリプトを利用

し，既存のテスト実施ツールと連携さ

せることで，最終的には「ボタン１つ

で，テスト設計からテスト実施までが

すべて自動で行われる世界」が実現で

きます．

スコープとする業務アプリケーショ

ンの結合テスト

私たちがスコープとする業務アプリ

ケーションの結合テストとは，図４に

示すように，Webブラウザ，サーバ側

の処理，データベースを結合させたと

きに，システムが正しく動作するかを

確認するためのテストです．例えば，

「検索画面」で検索を行い，正常に検

索が行われ，検索結果画面へ遷移す

る動作や，エラー画面へ遷移する動作

などがありますが，テスト設計におい

てはこれらの動作のバリエーションを

漏れなくテスト項目として抽出する必

要があり，ログインIDなどの入力のバ

リエーションに関するテストも必要と

なります．テスト用データとしてはWeb

ブラウザの画面への入力値，事前に

データベースへ投入しておくデータと

いったものがそれぞれのテスト項目で必

要となり，これらもテスト設計の段階

できちんと作成しておく必要があり

ます．

結合テスト設計支援ツール

TesMa

私たちが提案する「結合テスト設計

支援ツールTesMa」は，図５に示す

ように，業務アプリケーションの結合

テストで必要となるテスト項目，テス

ト用データをソフトウェア設計書から

自動で生成します．これにより，テス

ト担当者はこれまで手動で行っていた

テスト項目，テスト用データの作成を，

TesMaがカバーする範囲については行

う必要がなくなり，省力化が期待でき

ます．また，網羅的なテスト項目抽出

を行うため，手動で行った場合に起こ

り得るテストの漏れを防ぐこともでき

ます．

本ツールには以下のような特徴があ

ります．

・本ツールの入力はある程度の記述

ルールを定めた設計書です．これ

らは既存の開発プロセスの設計工

程の成果物に含まれるため，開発

図４　業務アプリケーションの結合テスト 
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現場への導入が容易という利点が

あります．

・本ツールでは，処理のパターンや

入力値のバリエーションに基づい

て網羅的なテスト項目生成（1），テ

スト用データ生成（2），（3）を行いま

す．これにより，手動によるテス

ト設計の漏れを防ぎ，かつ各テス

ト項目にはテスト実施で必要とな

るテスト用データも用意されてい

るため，テスト実施が容易になり

ます．

これらの特徴により，本ツールを使

うことで，結合テスト工程におけるコ

スト削減と，網羅的なテスト設計によ

るソフトウェアの品質確保を図ること

が可能となります．

到達点と今後の展望

TesMaの技術は，すでに事業会社

において導入が進んでおり，網羅的な

テスト設計による品質確保や，コスト

削減の効果が徐々に上がってきてい

ます．テスト用データ生成の技術につ

いては，開発現場への導入となるとま

だ課題もあるため，事業会社との議論

を通し，よりブラッシュアップが必要

と考えています．今後は，テスト自動

実施ツールとの連携にも取り組み，テ

スト設計からテスト実施までの自動化

を視野に入れ，より大きなコスト削減，

品質確保を目指し，着実に一歩一歩

研究開発を進めていきたいと考えてい

ます．
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私たちはテスト設計，テスト実施が自動
化された世界を目指し，業務アプリケー
ションの結合テストのテスト項目，テスト
用データをソフトウェア設計書から自動生
成する技術を開発しています．今後はテス
ト自動実施ツールとの連携にも取り組み，
事業会社のソフト開発で役立つよう研究開
発を進めていきます．
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